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弘前マイスターを募集します匠の技を伝え続け
ていくために　　

　市では、地域産業を支える優れた技能・技術の継承
と人材育成を目的に「弘前マイスター制度」を制定し
ています。サービス業、製造業、建設業・農林漁業と
いったさまざまな分野を対象として、その産業を長年
支え、特に優れた技能・技術を有する人の応募をお待
ちしています。なお、他薦にてご応募ください。
▽応募資格　市内に５年以上在住、または在勤する現

役の技能・技術者で、対象職業に20年以上の従事経
験を有する卓越した技能・技術者
▽募集期間　10月３日～ 11月 11日まで
※制度の概要および認定申込書は、市ホームページか
らダウンロードできます。
■問い合わせ先　商工政策課物産振興室（☎ 35・
1135）

　中小企業者などが持つ独自の技術・製品および工芸
品の海外における販路拡大、新規需要開拓を促進する
ため、市内の中小企業者等が行う海外への輸出を目的
とした国内外で行われる見本市などへの出展および個
別商談を支援します。
▽対象事業・補助限度額・補助率
①海外で開催される見本市などへの出展＝ 70 万円
（補助率２分の１）
②国内で開催される輸出のための見本市などへの出展
＝30万円（補助率２分の１）
③海外で行われる輸出のための個別商談＝ 30 万円

（補助率３分の１）
④国内で行われる輸出のための個別商談＝ 15 万円
（補助率３分の１）
▽対象経費　旅費、出展料（小間料）、小間装飾費（電
気工事等を含む）、備品借上料、印刷製本費、運送料、
保険料、通訳料
▽募集期間　随時（ただし、予算が無くなり次第終了）
※制度の概要および交付申請書は市ホームページから
ダウンロードできます。
■問い合わせ先　商工政策課物産振興室（☎ 35・
1135）

弘前市海外販路開拓支援補助金見本市などへの
出展事業を支援

　農産物、食品加工品、工芸品など、当市の物産の販
路開拓を目的として、海外への輸出事業へ参入・拡大
を目指す市内の中小企業を支援します。
▽支援内容　相談内容に応じて、貿易アドバイザー協
会に登録されている専門家の中からコンサルタントな
どを派遣します。
▽経費　専門家派遣にかかる経費（報酬、旅費等）を
市が全額負担します

▽募集期間　10月３日～（予算がなくなり次第終了）
▽申し込み方法　申込書に必要事項を記入し、商工政
策課へ持参してください（申込書提出時に、簡単な相
談内容等のヒアリングも行います）。
※募集要項および申込書は市ホームページからダウン
ロードできます。
■問い合わせ先　商工政策課物産振興室（☎ 35・
1135）

コンサルタント等専門家派遣支援制度輸出に関する専門
家を派遣します

弘前圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会の委員を募集市民の皆さんから
公募します

　弘前圏域定住自立圏では「弘前圏域定住自立圏共生
ビジョン」を策定し、これに基づく取り組みを進めて
います。連携施策の進ちょく状況の評価や共生ビジョ
ンの改訂などに、幅広い意見を反映させるため、「弘
前圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会」を設置してお
り、その委員を募集します。
▽応募資格　弘前圏域内（弘前市、黒石市、平川市、
藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎館村、西目屋村）に居
住する満20歳以上（平成28年４月１日現在）の人で、
年２～３回程度、平日の日中に開催される会議に出席
できる人（過去に本懇談会の公募委員であった人、弘
前圏域内の審議会委員、国または地方公共団体の議員
および職員〈退職者含む〉を除く）
▽募集人員　３人
▽募集期限　10月 14日（必着）
▽委員の任期　委嘱の日から平成 30年３月 31日ま
で
▽謝礼など　会議１回の出席につき、市の規定に基づ
く報酬と交通費を支給

▽応募方法　次の事項を記入した応募用紙を、郵送、
持参、ファクスまたはＥメールで提出を。
①住所・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・職業・
電話番号
②「弘前圏域の将来像“子どもたちの笑顔あふれるま
ち”を実現するために、あなたが考える弘前圏域での
地域活性化策について」をテーマとした作文（400
字以内）
※応募用紙の様式は自由ですが、参考様式を市ホーム
ページに掲載しているほか、ひろさき未来戦略研究セ
ンター（市役所本館３階）で配布します。
▽選考・発表　応募書類の記載事項を審査の上、選考
し、結果は応募者全員に通知します。
※委員になった人については、その氏名を委員名簿に
記載し、公表します。
■問い合わせ・提出先　ひろさき未来戦略研究セン
ター（〒 036・8551、上白銀町１の１、☎ 40・
7016、ファクス35・7956、Ｅ メ ー ル hif@city.
hirosaki.lg.jp）

浄化槽を正しく使いましょう生活環境の保全に
ご協力を　

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化する
ため、適正な管理が必要です。そのため、浄化槽法で
は次のことが義務付けられています。
①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始時と年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来の
浄化機能が十分に発揮されているかを判定するもの

で、青森県浄化槽検査センターが行います。また、浄
化槽の使用開始時や廃止時、管理者の変更時などには、
県への届出などが必要です。なお、合併処理浄化槽の
新設等にかかる費用の一部補助制度（広報ひろさき９
月15日号掲載）もありますので、ご活用ください。
■問い合わせ先　届出に関すること…弘前環境管理事
務所（☎ 31・1900）／補助制度に関すること…環
境管理課（町田字筒井、☎36・0677）

　弘前のいろいろなことについてのクイズだよ。答えはどこかのページに隠れて
いるから探してね！

【質問】
　藤田記念庭園（上白銀町）
内にある旧藤田家別邸の洋館
は大正 10年に造られたけど、
同じ時期に建てられた建物は
右の３つのうちどれかな？

①

②

③

弘前昇天教会

青森県武道館

最勝院五重塔
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